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　私は、とある地方の精神科単科病院で実習担当を

している看護師です。少し前、実習に来ている学生

たちの学校の看護教員から、「Xさん（筆者）の指

導を受けてきた学生って、なんであんなになって実

習から帰ってくるのか不思議なんだけど」と言われ

ました。その教員曰く、「Xさんが受け持ってくれ

た学生は、うまく説明できないんだけれど……着眼

点が違うというか……自由な発想で、教員のほうが

驚かされる」とのこと。

　自分の実習指導がどんなふうに独自なものかなん

て自分ではわからないけれど、私が何をしてるの

か、どう学生を見ているのか、その教員と少し掘り

下げて話をしてみたことを、一読者として投稿して

みたいと思います。

　その前に。皆さんの病院の「実習指導者」の役

割って、どういうものですか？　主任や師長になる
ための“ステップ”だったりしませんか。言ってし

まうと、出世のための腰掛けというか。中には熱心

に取り組んでいらっしゃる指導者さんもいるかもし

れませんが、役目以上のものではないことが多いか

もしれません。そんななかで変わり者の私は、今年

で実習指導者 5年目になろうとしています。なぜ、

そんなに実習指導にハマっているか。実は、指導者

になるために受けた研修があまりにも面白かったか

らでした。

　当初、研修に行けと上から命令があったときに

は、「指導計画書がつくれるようにならないといけ

ないらしいよ」という噂を聞いていたため、めんど

くさいなあとしか思っていませんでした。ところ

が、参加した研修の講師はまず、「出会ってもいな

い学生の計画を立てて、何の意味があるのよ」と

仰っていました。……あれ？　思ってたのと違っ
て、すごい。そして、ひたすらロールプレイばかり

をやっていました。他の研修参加者たちも精神科の

看護師ばかりだから、患者役も学生役もうまい。そ

して、そのロールプレイを四方八方から携帯で撮影

されるんです。嫌なんだけれど、皆でそれを見る、

の繰り返しです。

　振り返ってみると、これが自分の実習指導の

「核」を作ったと思います。看護師として自分が無

意識にやっていることをまずは知る。それを見てど

う感じるか。「こんなに太ってたんだ、私」「自分の

声が、苦手だ」なんていう受講生もいたりして、そ

れこそ自由に感じたことを言い合いました。もちろ

ん、話し合う中で精神科看護にかなり重要な点も、

深まっていかざるを得ません。声の大きさ、対峙す

る相手との体格差、距離……あるいは、自分では好

きじゃない自分の一面というように、あらゆる“超

客観”に、ただただ晒されます。自虐です。言葉で

いくら綺麗なことを言っていても、自分の存在の

カッコ悪さ、通用しない世界を目の当たりにします。

　私は、音楽と映画をこよなく愛しています。夜勤

の後には 3時間くらい、音楽を聴きながら車を走

らせます。そこで、今日病棟であったこと、患者の

こと、実習中だったら学生のことを思い出し、振り

「あなたの指導を受けた� �
学生は着眼点が変わる」
と言われたので、
その理由を考えてみました
ある地方の病院の実習担当者
匿名
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〈編集室より〉  あなたの「声」をお待ちしています。

返り、考えたりしています。曲がランダムに流れる

ようにしてあると、同じことを思い出していても、

曲が違えば見え方がぜんぜん変わるので不思議です

よね。

　映画のシーンも、その多くを音楽がつくっていま

す。高校時代からよく見ていた映画のワンシーン

も、バンドが演奏している映像に合わせて喧嘩が始

まったり、車が崖から落ちていったり。『13日の金

曜日』だって、音楽が怖いのであって、プロ野球の

中継をラジオで聞きながら見ても、ホラーではあり

ません。

　患者さんから、「殺してやるよ」と暴言を投げつ

けられる日もあります。帰り道、そういう曲が流れ

てしまえば狂気シーンですが、サイモンアンドガー

ファンクルを流すと、その人の人生の、すごく大事

なハイライトのようにも映るでしょう。

　暴れる患者さんの足元から“撮る”（見る）か、

はたまた全身をなめるのか。さらにはカメラをもっ

と引くこともできます。病棟を突き抜けて病院も突

き抜けて、街やその人の家に行ってしまうまでの自

由度で画角やアングルを変えてみます。すごく簡単

に言ってしまえば「多角的に捉える」ってことなの

かもしれませんが、こうすることで、どんなに深刻

なシーンのアセスメントも、よしあしを見極めるの

でなく、映画のように見ることができます。

　ロールプレイ三昧の研修は、無意識のうちに染み

ついていた「見かた」を含めた自分のなかの精神科

看護師像を一掃し、私の看護をより自由にしてくれ

たのでした。「●●を一文字で表そう」みたいな

ワークもありました。つまり感性重視で、それぞれ

を認め合うことに徹底したものだったのだろうと思

います。

　私の実習指導もこのスタイルを入れつつオリジナ

ルになっていますが、大事にしていることと言えば

「味方、仲間がいる環境、一歩踏み出せる安心感」

ということに尽きます。

　音楽や映画に影響を受けてきたように、もう 1

つ私に絶大な影響を与えたのはプロレスです。試合

での駆け引き、マイクパフォーマンスは私のコミュ

ニケーション実践の引き出しを増やし続けてくれま

す。学生にも患者にも、プロレスラーのモノマネを

すると、「なんだこの人は」という微妙な感じにな

る。でも、それをやり続けるとコミュニケーション

になります。「よくわからんけど、またあのポー

ズ、またあのセリフを言っているな、この人は」と

いうように。学生にも患者にも、最終的に一歩踏み

込ませる“隙”を見せておくことが、“好き”につ

ながるんじゃないかな！（なんちゃって）。プロレ

スには、相手の技をどれだけ上手く受けてダメージ

を殺し攻めるか、という不思議なロジックがあるの

です。

　実習指導にひそやかに情熱を注いでいる方がいた

ら、ぜひ誌面で意見を交わしませんか。 
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